
健康増進課（保健センタ
ー）２月の予定

日   曜日 事　業　名 受付時間

１
２
５
8
12
13

14

15

17
18
21
22
26
28

金
土
火
金
火
水

木

金

日
月
木
金
火
木

婦人科がん検診（予約者）

２歳児歯科検診
１歳６か月児健康診査
健康相談
３～４か月児育児相談

健康診査

献血

婦人科がん検診（予約者）

大腸がん検診検体回収
ごっくん教室
3歳児健康診査
大腸がん検診検体回収

12:30 ～ 13:15
10:00 ～ 10:30
12:30 ～ 13:15
12:30 ～ 13:15
12:50 ～ 13:30
13:00 ～ 13:30
9:00 ～ 11:30
9:45 ～ 10:00
9:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30
9:30 ～ 12:00

13:15 ～ 16:00
10:00 ～ 10:30
12:30 ～ 13:15
9:00 ～　9:45
9:00 ～　9:45
8:30 ～ 10:00
9:45 ～ 10:00

13:00 ～ 13:30
8:30 ～ 10:00

　

お
口
の
中
の
舌
、
歯
ぐ
き(

歯
茎)

、
粘

膜
に
で
き
る
が
ん
を
総
称
し
て
「
口
腔
が

ん
」
と
い
い
ま
す
。
口
腔
が
ん
は
女
性
よ

り
も
男
性
に
多
く
、
40
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ

か
ら
、
加
齢
と
と
も
に
発
生
率
が
高
ま
り

ま
す
が
、
最
近
は
20
歳
代
の
方
に
も
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
口
は
、噛
む
（
咀
嚼
）、飲
み
込
む
（
嚥

下
）、
声
を
出
す
な
ど
、
人
間
が
生
き
て
い

く
う
え
で
重
要
な
働
き
を
す
る
大
切
な
器

官
で
す
。
歯
を
含
め
、
お
口
の
健
康
は
豊

か
な
生
活
を
送
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
大
切
な
器
官
を
「
口
腔

が
ん
」
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
病
気
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

口
腔
が
ん
は
、
他
の
が
ん
と
は
違
い
、

患
部
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

「
早
期
発
見
し
や
す
い
が
ん
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
の
方
に
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
進
行
す
る
ま

で
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
亡

く
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

も
し
か
す
る
と
、
お
口
に
が
ん
が
で
き

る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
身
体
に
不
調
を
感
じ
れ

ば
す
ぐ
病
院
に
行
き
ま
す
が
、
お
口
の
問

題
と
な
る
と
、
生
活
に
支
障
が
な
い
と
歯

科
医
院
に
は
行
か
な
い
も
の
で
す
。
歯
科

検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
な
ど
、
口
腔
が

ん
の
早
期
発
見
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

口
腔
が
ん
の
症
状

１　

こ
す
っ
て
も
と
れ
な
い
白
い
着
色
が

あ
る
。

２　

噛
み
傷
が
２
週
間
経
っ
て
も
治
ら

な
い
。

３　

歯
ぐ
き
や
舌
に
硬
い
し
こ
り
が
あ

る
。

４　

歯
ぐ
き
の
表
面
が
赤
く
た
だ
れ
て

い
て
治
ら
な
い
。

５　

大
き
な
口
内
炎
が
治
ら
な
い
。

予
防
法

１　

タ
バ
コ
、
お
酒
を
控
え
る
（
飲
酒

時
の
喫
煙
は
や
め
る
）。

２　

偏
食
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生

活
を
心
が
け
る
。

３　

歯
磨
き
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
行

い
、
お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
。

　

最
近
、
お
口
に
違
和
感
が
あ
る
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
は
、
予
防
の
意
味
も
含
め

て
、
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
４
（
直
通
）

ご
存
知
で
す
か
？　

口
腔
が
ん

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

　

茨
城
町
の
涸
沼
は
、
海
水
と
淡
水
が
交
じ
り

合
う
養
分
豊
富
な
汽
水
湖
で
、
シ
ジ
ミ
の
日
本

三
大
産
地
の
一
つ
で
す
。

　

涸
沼
で
採
れ
る
「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」
は
、
粒

が
丸
く
て
ふ
く
ら
み
が
あ
り
、
大
き
く
な
る
こ

と
が
有
名
で
、
大
き
い
も
の
は
５
０
０
円
玉
く

ら
い
に
も
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
と
い
っ
た
豊
富
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
、
特
に
、

ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
オ
ル
ニ
チ
ン
は
、
肝
臓
の
働
き

を
助
け
、
疲
労
回
復
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

涸
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
は
、
昔
な
が
ら
の
人
力
で

丁
寧
に
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
機
械
を
使
わ
な
い

こ
と
で
、
シ
ジ
ミ
に
キ
ズ
が
つ
く
の
を
最
小
限

に
抑
え
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ず
に
採
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
鮮
度
も
長
持
ち
し
ま
す
。

　

季
節
を
問
わ
ず
一
年
中
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、

夏
の「
土
用
シ
ジ
ミ
」（
７
〜
９
月
）
、
冬
の

「
寒
シ
ジ
ミ
」（
12
〜
２
月
）と
、
一
年
に
２
回

の
旬
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
飲
食
店
や
直
売
所
等
で
、
生
や
冷

凍
、
レ
ト
ル
ト
（
真
空
パ
ッ
ク
）
の
状
態
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
旬
の
こ
の
季
節
に
、
ぜ

ひ
、
お
味
噌
汁
や
シ
ジ
ミ
ご
飯
、
バ
タ
ー
焼
き

等
、
様
々
な
方
法
で
、
涸
沼
産
シ
ジ
ミ
を
お
試

し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
　

農
業
政
策
課

　
　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
１
８（
直
通
）

か　
　
　
　

そ
し
ゃ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
ん

げ

� ��������������

　

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
後
や
契
約
書
に
印
鑑
を
押
し
て
し
ま
っ
た
後

で
も
、
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売
な
ど
特
定
の
取
引
の
場
合
に
、
一
定
期
間

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。
販
売
員
な
ど
か
ら
強
引
な

勧
誘
を
受
け
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
出
来
る
場
合
・
期
間
な
ど
に
困
っ
た
時
は
、

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
受
付
】

　
　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
４
時

【
問
合
せ
先
】

　
　

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９（
２
９
１
）１
６
９
０（
直
通
）

消費生活
センター

訪
問
販
売
な
ど
の
契
約
解
除
に
は

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

●（参考）ハガキの書き方
●クーリング・オフが
　できる主な取引と期間

●クーリング・オフ
　の方法

通　知　書

次の契約を解除します。
契約年月日　平成〇〇年〇月〇日
商　品　名　〇〇〇
契約金額　〇〇〇円
販売会社　株式会社〇〇△△ 営業所
　　　　　　担当者〇〇〇〇
支払った代金〇〇〇円を返金し、
商品を引き取ってください。

平成〇〇年〇〇月〇〇日
住所 茨城県東茨城郡茨城町〇〇番地
氏名　〇〇〇〇

①契約書面を受け取った日を
　含めて８日以内（例外もあ
　ります）に、書面で通知し
　ます。
②左のようにハガキに書いて、
　ハガキを表面とともにコピ
　ーをとります。
　※コピーは大切に保管して
　　ください。
③ハガキは「特定記録郵便」
　か「簡易書留」で送ります。
④支払ったお金は、全額返金
　されます。
　商品の引き取り料金は業者
　負担です。

　　取引内容

訪問販売

電話勧誘販売

期　間

８日間

８日間

○
庭
先
に
冬
日
あ
つ
め
て
ひ
と
し
き
り

青
菜
を
洗
う
里
芋
あ
ら
う　

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

煙
家
を
想
う
後
継
者
を
決
め
た
る
も
農

を
担
う
と
即
答
は
な
し　

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

煙
久
し
ぶ
り
岐
阜
の
孫
子
に
会
い
に
ゆ
く

土
産
に
水
戸
の
梅
羊
羹
持
ち

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

震
災
の
痛
手
を
背
負
う
熊
本
城
紅
葉

の
空
に
重
機
音
響
く　

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

お
土
産
の
菜
切
り
包
丁
さ
く
さ
く
と

使
い
勝
手
に
心
た
ら
え
り　

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

道
長
が
詠
み
し
望
月
千
年
後
も
欠
け

る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
照
ら
す　

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

小
春
日
和
に
大
根
を
引
く
と
誘
い
あ

り
太
き
白
足
二
十
本
引
く　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

暮
れ
早
き
涸
沼
の
水
面
波
静
か
イ
ン

ス
タ
映
え
の
夕
日
が
沈
む　
　

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

　

送
り
こ
し
は
切
手
に
葉
書
、
書
物
な

り
誕
生
祝
歓
喜
に
み
ち
る　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

輝
き
に
磨
き
か
か
り
し
冬
星
を
し
ば

ら
く
眺
む
着
ぶ
く
れ
し
母
と

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

（
評
）
中
島
さ
ん
―
食
べ
頃
を
迎
え
て
転
が
っ
て
い
る
カ

ボ
チ
ャ
を
「
矜
恃
な
き
」
と
表
す
、
作
者
な
ら
で
は
の

視
点
が
と
て
も
面
白
い
。
小
堤
さ
ん
―
川
霧
は
寒
い
季

節
な
ら
で
は
の
風
景
。
冬
鷺
と
合
わ
せ
る
と
幻
想
的
。

ま
た
、
四
季
毎
の
美
し
い
自
然
を
楽
し
む
の
も
俳
句
な

ら
で
は
。
秋
山
さ
ん
―
ス
ト
ー
ブ
と
猫
は
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
良
い
組
み
合
わ
せ
。
微
笑
ま
し
い
情
景
が

浮
か
ぶ
。

（
評
）
二
宮
さ
ん
―
言
葉
に
無
駄
が
な
く
詠
ま
れ
て

い
る
。「
洗
う
」「
あ
ら
う
」の
繰
り
返
し
は
、
沢
山
の

収
穫
を
喜
び
、
慈
し
み
つ
つ一つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
洗
う

作
者
の
姿
が
伺
わ
れ
効
果
的
。
岡
山
さ
ん
―
家
の

後
継
ぎ
が
決
ま
っ
て一段
落
。
農
業
後
継
者
問
題
に

揺
ら
ぐ
心
中
を
淡
々
と
詠
ん
で
い
る
。
清
水
さ
ん
―

た
ぶ
ん
皆
さ
ん
の
好
物
な
の
で
し
ょ
う
。
梅
羊
羹
を

携
え
て
遠
く
住
む
お
子
さ
ん
達
に
会
い
に
行
く
。
い

そ
い
そ
と
出
か
け
る
作
者
の
手
の
中
で
、「
梅
羊
羹
」

が
心
も
ち
揺
れ
て
い
る
よ
う
。

○
矜
恃
な
き
南
瓜
ご
ろ
り
と
冬
至
来
る

　
　
　
　
　
　

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
大
涸
沼
川
霧
越
え
る
冬
鷺
よ

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

煙
ス
ト
ー
ブ
や
猫
は
定
位
置
な
が
な
が
と

　
　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

未
枯
れ
る
晩
秋
の
野
山
冬
眠
り

　
　
　
　
　
　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

寒
空
に
遠
く
聞
こ
ゆ
る
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

ひ
ら
ひ
ら
り
花
を
探
し
て
冬
の
蝶

　
　
　
　
　
　

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

　

わ
が
庭
に
石
蕗
の
花
だ
け
五
輪
か
な

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

筑
波
山
微
か
に
見
え
る
紅
葉
色

　
　
　
　
　
　

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

小
鳥
た
ち
柿
を
め
ぐ
り
て
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
　
　
　

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

山
の
木
が
ま
っ
か
に
燃
え
る
日
暮
ど
き

　
　
　
　
　
　
　

黒
須　

文
子（
駒　

渡
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

お
お　
ね

���������������


